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表 1 クラミ ジアについての認知度
学生 社会人
全く知らない 40 51 
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図 7 罹 る可能性のある STD
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図 8 知識テスト得点分布



























表 2 知職テストの正解率 （％）
設 問 正誤 学生 社会人
1.性交で感染する 正 72 65 
2 男性の感染者が多い 誤 26 31 
3 排尿時痛とと尿道からね 誤 10 25 
ばっこい膿かでる
4.無症状の場合が多い 正 26 23 
5.治療が困難 吾"且’‘ 32 38 
6 コンドームが予防に効果 正 62 61 
的
7 腟外射精が予防に効果的 誤 56 50 
8 オーラルセックスでは感染 誤 32 26 
しない
9 原因はウイルスである 芦’‘ 8 23 
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